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遺
産
な
運
動
ガ
¥
健
壌
や
つ
く
り
ゃ
体
力
づ
く

り
に
効
果
が
あ
る
と
分
っ
て
い
て
も
¥
き
っ
か

け
を
つ
く
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
し
¥
続
け

る
の
は
も
っ
と
盟
難
な
こ
と
で
す
が
、
今
¥
高

年
者
の
皆
さ
ん
の
間
で
¥
単
に
楽
し
み
だ
け
で

な
く
¥
健
康
に
も
大
変
良
い
と
い
う
こ
と
で
¥

最
も
易
近
な
ス
ポ
ツ
と
し
て
人
気
を
集
め
て

い
る
の
ガ
ゲ
i
ト
ボ
ん
で
す
。

当
聞
で
も
¥
こ
の
一
年
ぐ
ら
い
の
障
に
¥
各

高
年
者
フ
ラ
ブ
の
中
で
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ガ
盛
ん

に
な
り
¥
す
で
に
定
蓄
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

聞
で
は
早
速
こ
れ
を
取
り
上
げ
、
高
年
寄
の

ス
ボ
ツ
活
動
の
張
興
と
相
互
受
流
の
促
進
を

国
り
¥
併
せ
て
¥
健
壊
の
増
進
と
生
き
ガ
い
を

高
め
よ
う
と
¥
大
洗
開
高
年
害
フ
ラ
フ
連
合
会

(
大
ハ
〈
口
出
願
会
長
)
と
共
催
じ
¥
第
7
回
大
洗
町

高
年
者
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
去
る

6
月
2
自

に
¥
老
人
憩
の
家
前
躍
に
新
設
さ
れ
た

2
Eの

コ
ー
ト
で
実
施
し
ま
し
定
。
当
巴
は
¥
梅
雨
空

か
ら
の
小
糠
雨
ガ
濃
い
緑
を
時
お
り
ぬ
ら
す
¥

司匂酔竺需F

ま
あ
ま
あ
の
天
気
の
中
で
¥
午
前
9
時
却
分
に

拭
応
援
の
皆
さ
ん
も
含
め
て
約
山
名
ガ
元
気
に

集
合
し
¥
試
合
前
の
ウ
ォ
ミ
ン
ク
戸
ツ
ブ
の

あ
と
¥
開
会
式
に
臨
み
¥
主
催
者
の
竹
内
町
長

の
開
会
撲
踏
に
引
き
続
き

¥
A
-
Sの
2
Eの

コ
ト
に
分
か
れ
試
合
に
入
い
り
ま
し
だ
。

試
合
は

A
・
8
雨
班
の
ト
ナ
メ
ン
ト
方
式

に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
ガ
¥
終
始
¥
選
手
と

的
援
の
皆
さ
ん
や
か
一
体
と
な
っ
て
の
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
約

4
時
間

に
わ
た
っ
て
熱
戦
ガ
回
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
だ
。

試
合
の
結
果
は
灰
の
と
お
り
で
す
、
ガ
¥
参
加

者
全
員
の
皆
さ
ん
も
大
変
楽
し
ま
れ
¥
馬
辞
の

う
ち
に
終
了
す
る
こ
と
ガ
で
き
¥
町
で
は
こ
れ

か
ら
も
年
々
¥
大
会
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
¥

霊
に
普
及
に
努
め
て
い
く
考
え
で
い
ま
す
。

な
お
¥
題
勝
・
準
優
勝
の

2
チ
i
ム
は
¥
来

る
叩
月
に
笠
松
運
動
公
圏
で
開
娃
予
定
の
、
第

2
回
茨
域
県
ゲ
ー
ト
ボ
!
ん
大
会
水
戸
地
区
大

会
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
だ
。

h
p
プ
レ
イ
に
ハ
ッ
ス
ル

惨
町
長
の
開
会
挨
拶

Fニ弓Fニ弓手弓Fニ司FーF 弓Fニ司F 司F二司日司戸三司=苔弓Fニニ事ニニ弓苓二二ニヲFニ司F 弓Fニ司ニニ司Fニ司寄ニ二二年二二弓戸ニヰ干ニ司Fニ司守

hv
健
爵
を
た
た
え
る
表
彰
式

上
粧
チ
ー
ム
名
簿

優
勝
寿
会
チ

i
ム

選
手
間
阿
山
信
雄
・
市
毛
芳
子

薄

井

き

よ

・

林

き

み

閉
山
し
づ
、
ぇ
・
小
沼
と
み

飛

閉

ま

つ

・

松

井

婿

祝
寿
会

石
崎
清
太
郎
・
宮
山
正

小
田
川
金
作
・
河
西
正

内

山

光

正

一
寿
会
チ

l
ム

岩
崎
歓
・
和
田
浅
土
口

照
沼
ふ
く
・
石
井
あ
き

小
汚
と
く
・
川
上
勇
士
口

大

川

さ

だ

準
優
勝
選
手

第
3
位
選
手

同
閣
閣
司
自

Bコート

永

券

会

寿

会

不
戦
時
白
梅
会

百

寿

会

祝

寿

会

角

寿

会

明

寿

会

寿

会
明

寿

会

一
寿
会

大

蔵

会

永

寿

会

白

梅

会

祝

寿

会
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ト騒2霊ート
⑧
応
募
資
格
県
内
居
住
者
及
び
出

身
者
で
、
日
歳
以
上
部
歳
ま
で
の

健
康
な
未
婚
女
性

③
募
集
人
員
ミ
ス

:
i名
、
準
ミ

ス

:
i名
、
入
賞
・
:
3
名

@
応
募
方
法
写
真
(
カ
ラ

i
・
サ

ー
ビ
ス
判
以
上
・
上
半
身
)
、
履
歴

書
に
身
長
・
体
重
・

8
・

w
-
H

を
記
入
し
写
真
添
付
し
て
ご
応
募

下
さ
い
。

@

締

切

昭
和
田
年
7
月
お
日
制

(
必
着
)

⑧
応
募
先
一
T
釦

l
日
東
茨
城
郡
大

洗
町
磯
浜
町
制

l
m
大
洗
町
役

場

内

ポ

i
ト
大
洗
部
フ
ェ
ス
テ

パ
ル
実
行
委
員
会
ミ
ス
ポ

i
ト
コ

ン
テ
ス
ト
係
担

0
2
9
2
納

5
1
1
1
・
内
線
幻

⑧
応
募
条
件
実
行
委
員
会
の
開
催

す
る
行
事
に
参
加
で
き
る
事

O
賞
品
ミ
ス
ポ
!
ト
及
ぴ
準
ミ

ス
:
・
グ
ア
ム
島
旅
行

入
賞
者北
海
道
旅
行

(
書
類
審
査
通
過
者
に
は
ポ

i
ト
大

洗
記
念
す
シ
ャ
ツ
進
呈
)

※
応
募
書
類
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

(荒磯太鼓等)

8月11日出版6:00-

棄名工E博(桑名将大)野外コンサ
ート外(入場無料)
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ひと足さきに

ちょっと

のぞいてみませんか
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噂鶴

号
・
年
齢
・
職
業
(
勤
務
先
)
・
希
望
コ

ー
ス
(
A
コ
ー
ス
又
は
B
コ
ー
ス
)
及
ぴ

参
加
日
(
例
・
--A
コ
ー
ス
叩
河
口
日
)

を
記
入
の
上
、
一

T
m水
戸
市
三
の
丸

ー
の
5
の
お
、
県
北
地
方
総
合
事
務
所

総
務
課
ま
で
9
月
4
日
(
消
印
有
効
)

ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
な
お
、

参
加
申
込
み
が
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
に
よ
り
決
定
い
た
し
ま
す
。

⑧
そ
の
他
参
加
費
用
は
無
料
で
す
。

昼
食
は
各
自
持
参
し
て
下
さ
い
。

⑧
問
い
合
せ
先
県
北
地
方
総
合
事
務

所
総
務
課

(羽

0
2
9
2
1
お
!
2
8
0
3
)

来
年
3
月
口
臼
か
ら
開
催
さ
れ
る
科

学
万
博
の
会
場
地
の
見
学
を
、
三
肢
と
し

て
、
県
、
主
催
の
「
県
政
教
{
出
土
」
が
次
の

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

⑧
参
加
資
格
四
歳
以
上
の
県
内
居
住

者
⑧
参
加
申
込
官
製
往
復
は
が
き
(
一
人

に
つ
き
一
枚
)
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

業
業
率
業
業
業
業
業
業
率
業
本
来
文
文
文
守
主
#
薬
業
業
業
家
業
来
業
業
業
業

も市らあ

器移輔の中

輪車作業に麟む

事事美子舎の皆'dん

お幸吉

梅
雨
期
特
有
の
霧
雨
け
む
る
去
る
6

月
沼
日
、
神
寿
会
(
鈴
木
て
う
会
長
)
の

日
名
の
皆
さ
ん
に
よ
る
除
草
清
掃
奉
仕

が
大
鳥
居
脇
バ
イ
パ
ス
の
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
植
樹
や
除

草
作
業
は
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

同
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
に
よ

り
毎
年
務
備
泰
仕
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
た
ま
た
ま
ま
だ
残
さ
れ
て
い
た

約
半
分
ぐ
ら
い
の
区
域
を
、
私
達
も
お

昭和59年ブ月 1日

手
伝
い
し
よ
う
と
、
自
発
的
に
行
な
っ

た
も
の
で
す
。

こ
の
日
の
奉
仕
作
業
は
午
前
9
時
却

分
か
ら
始
ま
り
、
同
性
一
近
く
ま
で
か
か
り

ま
し
た
が
、
お
陰
様
で
大
変
キ
レ
イ
に

な
り
、
街
路
樹
も
活
き
/
¥
し
て
い
ま

し
た
。神
券
会
で
は
ま
だ
、
海
水
浴
期
間
中

毎
週
一
一
回
の
予
定
で
、
大
洗
ホ
テ
ル
下

海
岸
田
周
辺
の
、
空
カ
ン
・
ゴ
ミ
類
の
清
掃

泰
仕
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

20着万博会場地 12:∞発 12:15着潟峰公園

R部S.A

⑧Aコース(募集人員100名) 10月5日掛・12図樹・17El附

水戸駅南口 9:15発常磐自動?乙随筑波大学

潟蜂公盟 13:30発 地質標本館 駅南口

⑧Bコース(募集人員100名) 10 月 25 日同・ 11~6 臼(刈

水戸駅南口 9・1時常磐自TZL熱帯農業研究センタ 11:些T事万簿会場地盟呈訪露澗峰公閤
14:40発

潟峰公閤・ 門.，時宇宙センター 友部S.A 16:30着水戸駅南口
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化区域内の来朝期

五反融関

土地鵜期具体化促進

(24ha)者

区じ

ム融

広
報
「
お
お
あ
ら
い
」
号
外
(
臼
月
、

1
月
)
で
も
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た

よ
う
に
、
都
市
計
画
、
第
二
回
線
引
き

日
比
複
し
に
あ
た
り
、
県
と
調
変
、
協
議

を
進
め
て
き
た
結
果
、
当
町
の
市
街
化

一
区
域
内
の
集
団
的
未
利
用
地
で
は
、
五

反
図
周
辺
の
地
区
(
下
関
参
照
)
が
、
土

地
利
用
具
体
化
促
進
地
区
と
し
て
指
定

さ
れ
ま
し
た
。

指
定
さ
れ
た
土
地
利
用
具
体
化
促
進

去
る
5
月
幻
自
早
朝
、
東
光
ク
ラ
ブ

(
大
崎
康
男
会
長
・
会
員
お
名
)
の
皆
さ

ん
が
東
光
台
ロ
ー
タ
リ
ー
の
清
婦
、
除

草
を
行
な
い
ま
し
た
。

午
前
6
時
に
集
ま
っ
た
皆
さ
ん
は
、

毎
年
、
何
回
か
時
期
的
に
分
け
て
清
掃

奉
仕
を
行
な
っ
て
い
る
だ
け
に
予
な
れ

た
も
の
で
、
各
自
持
ち
ょ
っ
た
、
カ
マ
・

ほ
う
き
・
事
刈
機
等
を
手
に
、
早
速
作

業
に
は
い
り
ま
し
た
。

こ
の
ク
ラ
ブ
は
東
光
台
(
明
神
町
日
の

1
)
地
区
に
住
む
同
志
の
皆
さ
ん
が
、

よ
り
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は

か
ろ
う
と
、
昭
和
弘
年
に
つ
く
っ
た
も

の
で
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
!
ム
や
子
供

会
活
動
、
清
揃
奉
仕
等
の
各
種
事
業
を

行
な
い
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

党
A 

佳昭

王室 タ
光 1)
~ I 
ブ的

今
後
更
に
、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
積
極
的
な
活
動
を
進
め
て
い
く
こ
と

で
し
ょ
う
。

地
区
の
五
反
問
周
辺
の
地
区
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
地
権
者
の
皆
さ
ん
と
町
と

で
「
土
地
利
用
協
議
会
」
を
設
援
し
、

地
区
の
土
地
利
用
を
決
め
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。

土
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
①
土
地
芭

踊
整
理
事
業
、
②
地
反
一
計
酷
、
③
生
産

縁
地
、
の
い
ず
れ
か
を
選
択
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
の
選
択
は
概
ね
五
年
後
の
次
屈
の

線
引
き
見
夜
し
ま
で
に
決
め
る
こ
と

に
な
り
、
選
択
で
き
な
い
場
合
は
逆
線

引
き
(
調
獲
匿
域
に
一
一
決
す
)
も
あ
り
得

ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
は
、
い
ま

の
状
態
で
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

地
一
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
カ
を
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

イ
・
土
地
利
用
具
体
化
促
進
地
区
と

十
品
。

市
街
化
区
域
内
の
土
地
で
都
市
的

に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
未
利
用
地
の

う
ち
県
の
指
導
に
基
づ
き
調
査
・
協

議
の
?
え
町
が
指
定
し
た
地
一
弘
で
す
。

口
・
土
地
区
画
務
理
事
業
と
は
。

一
定
の
区
域
(
鳩
行
亙
域
)
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
を
適
切
に
交

換
分
合
し
て
、
使
い
や
す
い
宅
地
と

す
る
と
共
に
、
道
路
・
公
国
・
下
水

道
な
ど
を
総
合
的
に
坐
備
し
、
包
み

よ
い
併
に
し
て
い
く
‘
」
と
で
す
。

ハ
・
地
区
計
画
と
は
。

一
定
の
区
域
に
つ
い
て
、
道
路
・

公
国
な
ど
の
配
震
を
決
め
、
こ
の
医

域
内
で
宅
地
造
成
し
た
り
、
建
物
を

建
て
る
と
き
は
、
こ
の
計
画
に
従
っ

て
行
い
、
計
画
的
な
街
、
つ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
す
。

一
一
・
生
産
緑
地
地
区
と
は
。

市
街
化
区
域
内
の
農
地
は
、
将
来

の
公
共
施
設
な
ど
の
予
定
地
と
し
て

の
保
留
機
能
が
あ
り
、
災
害
防
止
上

の
空
地
と
し
て
の
働
き
も
あ
る
た
め
、

計
画
的
に
保
全
す
る
た
め
に
指
定
し

ま
す
。生
産
緑
地
地
区
の
指
定
を
さ
れ
ま

す
と
、
宅
地
造
成
や
建
築
物
の
、
新
・

増
・
改
築
に
つ
い
て
き
び
し
い
規
制

を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
ね
が
い

線
引
き
見
直
し
を
含
め
、
都
市
計
画

行
政
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
な

し
で
は
、
つ
ま
く
進
み
ま
せ
ん
。

明
る
く
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
推
進

す
る
う
え
で
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
お
問
い
合
せ
は
次
の
所
へ
お

願
い
し
ま
す
。

大
洗
町
役
場
都
市
計
画
課

電
話

U

5

1

1

1

H
1白
水

4A

門

/

Q

d

rγ
畠
m
V
1
i
q
u
R
υ

ま
た
は
茨
城
県
土
木
部
都
市
計
画
課
地
域

計
画
担
当

電
話

2

8

1

1

1

内
線

4
2に
D
4‘

自
分
で
つ
く
ろ
う
自
分
の
健
藤

あ
な
た
の
健
康
は
、
自
分
自
身
に
よ
る
、
日
常
の
健
康
管
理
に
よ
っ
て
自
ら

つ
く
り
上
げ
る
も
の
な
の
で
す
。
毎
日
の
生
活
に
気
を
つ
け
、
偏
食
せ
ず
栄
養

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
、
ぇ
、
適
当
な
運
動
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
な
ど
で
健
康
の
保
持

増
進
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
成
人
病
と
い
わ
れ
て
い
る
高
血
庄
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
、
糖
尿
病
、
が
ん
は
、
毎
日
の
不
摂
生
の
つ
み
重
ね
の
結
果
に
よ
る
こ

と
が
少
な
く
な
い
の
で
す
。
栄
養
、
運
動
、
休
養
が
健
康
づ
く
り
の
基
本
で
す
。

健
康
は
お
金
で
買
え
な
い
宝
物
で
す
。
す
こ
や
か
で
幸
せ
な
人
生
を
過
ご
す
た

め
一
日
一
日
を
健
康
づ
く
り
を
考
、
え
た
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

休
餐
は
明
日
へ
の
活
力

疲
労
回
復
の
き
め
手
は
睡
眠
で
す
。
毎
晩
き
ま
っ
た
時
間
に
床
に
つ
く
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
十
二
時
前
の
一
時
間
の
睡
眠
は
十
二
時
以
後
の
二
時
間
の
唾

眠
に
も
匹
敵
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
時
間
は
睡
臨
時
間
を
と
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

佐
一
事
い
ち
ず
と
い
う
働
き
パ
チ
で
は
心
の
余
裕
は
持
て
ま
せ
ん
。
休
B
は一戸

外
で
、
の
び
の
び
と
活
動
し
て
、
疲
労
の
回
復
と
気
分
転
換
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
。

健
康
保
険
等
扶
養
家
族
認
定
の

収
入
基
準
額
が
引
き
上
げ
に
な
り
ま
し
た

本
年
四
月
一
日
よ
り
扶
養
家
族
に
な
れ
る
収
入
恭
準
額
が
引
上
げ
に
な
り
、

六
十
歳
か
ら
六
十
曲
歳
ま
で
は
、
年
間
収
入
金
額
九
O
万
円
、
六
十
五
歳
か
ら

は
、
一
四
O
万
円
を
超
え
な
け
れ
ば
(
但
し
公
的
年
金
等
の
収
入
が
含
ま
れ
て
い

る
も
の
)
、
扶
養
家
族
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
国
保
に

加
入
さ
れ
て
い
る
方
で
収
入
が
こ
の
金
額
以
下
の
方
は
、
扶
養
者
が
勤
務
さ
れ

て
い
る
事
業
所
へ
、
早
急
に
社
会
保
険
加
入
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
社
会
保
険
に
扶
養
家
族
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
ら
、
社

会
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
、
印
か
ん
持
参
の
上
、
役
場
住
民
課
窓
口
係
へ

お
届
け
下
さ
い
。
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親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

老
齢
年
金
(
通
算
老
齢
年
金
)
を

出
歳
前
か
ら
受
け
る
と
減
額
に
な
り
ま
す

目券
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A
リ
ー
グ
サ
ザ
ナ
ミ

B
リ
ー
グ
滝
口
ク
ラ
ブ

第
叩
聞
大
洗
町
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

春
季
大
会
(
金
井
勇
男
会
長
)
は
、

4
月

4
B
1
5
月
四
日
ま
で
の
伍
日
間
、
磯

小
、
一
中
の
両
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
し
、

国
試
合
と
い
う
数
多
く
の
熱
戦
を
繰
り

ひ
ろ
げ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

A
リ
ー

グ
で
は
サ
ザ
ナ
、
、
¥

B
リ
ー
グ
で
は
滝

口
ク
ラ
ブ
が
優
勝
の
栄
冠
を
か
ち
と
り
、

去
る
6
月
1
日
に
、
漁
村
セ
ン
タ
ー
会

議
案
で
表
彰
式
を
竹
内
宏
町
長
の
出
席

の
も
と
に
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
す
で
に
、
春
、
秋
刊
回

を
数
、
ぇ
町
内
よ
り
お
チ
l
ム
が
出
場
し
、

A
-
B両
リ

i
グ
に
わ
か
れ
、
総
当
り
制

で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
毎
期
と

も
A
リ
ー
グ
下
佼
3
チ
l
ム
と
B
リ
l
グ

上
位
3
チ
i
ム
が
入
れ
替
わ
り
、
次
期

へ
の
お
も
し
ろ
味
を
加
え
て
い
ま
す
。

由
民
年
金
の
老
齢
年
金
、
通
算
老
齢
年
金
は
六
十
五
歳
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
年
金
を
受
け
る
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、
六
十
歳
か
ら
六
十
四

歳
ま
で
の
間
で
あ
れ
ば
い
つ
で
も
希
望
さ
れ
る
年
齢
に
、
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
請
求
を
さ
れ
ま
す
と
、
そ
の
受
け
ら
れ
る
年
金
額
は
、

六
十
五
歳
で
受
け
ら
れ
る
額
に
比
べ
て
、
最
低
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
か
ら
最
高
田
ニ

パ
ー
セ
ン
ト
も
減
額
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
繰
り
上
げ
請
求
の
支
給
額
は
年
齢
に
よ
り
お
こ
な
い
ま
す
か
ら
、
例

え
ば
六
十
一
歳
と
十
ヵ
月
で
も
六
十
一

歳
の
支
給
率
と
な
り
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
年
齢
の
中
途
に
お
い
て
請
求
す
る

こ
と
は
や
め
て
、
満
年
齢
に
達
し
た
と

き
に
請
求
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
繰
り
上
げ
請
求
を
さ
れ
ま
す

と
、
そ
の
年
金
額
は
一
生
変
わ
り
ま
せ
ん

の
で
、
よ
く
考
え
て
請
求
し
ま
し
ょ
う
。

V
繰
り
上
げ
請
求
の
支
給
率
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寿

会

3

位

第

一

分

間

位

三

勝

建

設

佼

共

栄

会

位

磯

ぶ

し

亭

位
加
部
東
冷
凍

位

ヤ

マ

ハ

チ

位

白

鷺

位
松
ノ
木
ク
ラ
ブ

位
升
刊
ン
作
引

位
モ
ン
ス
タ
ー
ズ

佼

新

友

会

去
る
6
月
辺
白
、
常
澄
村
下
大
野
小

学
校
で
、
こ
ど
も
自
転
車
水
戸
地
区
大

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
水
戸
警
察
署
管
内

(
7
市
町

村
)
の
小
学
校
を
対
象
に
、
自
転
車
の

乗
り
方
を
通
し
て
、
交
通
安
全
思
想
や

交
通
?
ナ
j
の
徹
底
を
図
る
た
め
笑
施

さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
あ
い
に
く
、
小
雨
が
ち
ら

つ
き
寒
々
と
し
た
一
日
で
し
た
が
、
安

全
走
行
・
学
科
、
体
育
館
で
の
技
能
走

行
と
、
減
ぃ
双
方
式
に
よ
り
行
な
わ
れ
、

当
町
代
表
の
夏
海
小
学
校
が
、
日
頃
の

勉
強
の
成
巣
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
念

願
の
第
四
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

夏
海
小
学
校
の
み
な
さ
ん
、
ご
苦
労

様
で
し
た
。

第
一
佼

第
二
位

第一一一位

第
四
位

第
五
位

「
こ
こ
ろ
の
ふ
れ
合
う
地
域
社
会
を
と
、
ケ
ヤ
キ
造
り
の
立
派
な
子
供
み
こ

つ
く
ろ
う
L

を
合
言
葉
に
、
地
区
住
民
し
の
本
体
(
百
万
円
相
当
)
を
つ
く
り
上

の
自
治
と
連
帯
の
意
識
の
上
に
立
っ
た
げ
、
マ
ス
タ
ー
ズ
に
ポ
ン
と
寄
酎
さ
れ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

i
づ
く
り
が
強
く
叫
ば
ま
し
た
。

れ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
当
町
で
も
、
喜
ん
だ
会
員
の
皆
さ
ん
は
早
速
、
飾

各
地
区
で
そ
の
輪
の
ひ
ろ
が
り
を
み
せ
り
付
け
は
自
分
遠
の
手
で
、
ま
た
、
本

て

い

ま

す

。

み

こ

し

は

小

学

高

学

年

用

と

し

て

も

、

こ
の
明
る
い
話
題
も
そ
の
一
つ
で
す
。
低
学
年
や
幼
稚
閣
の
子
供
達
用
に
は

明
神
町
に
マ
ス
タ
ー
ズ
(
溝
口
邦
二
と
、
た
る
み
こ
し
2
碁
を
つ
く
る
こ
と

会
長
・
会
員
自
名
)
と
い
う
会
が
あ
り
に
な
り
、
東
京
・
神
田
に
足
を
の
ば
し
、

ま
す
。
会
結
成
の
直
接
的
な
き
っ
か
け
飾
り
金
具
等
の
買
付
け
を
行
な
い
ま
し
さ
れ
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
た
ち
の

は
、
お
父
さ
ん
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
チ

i

た
。
何
分
に
も
金
高
も
の
で
も
あ
り
、
手
づ
く
り
の
紅
白
の
も
ち
一
五
O
O
ヶ

ム
づ
く
り
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
一
度
に
と
い
う
わ
け
に
も
い
か
ず
、
鈎

(
5
斗
)
が
ま
か
れ
、
祝
い
ま
し
た
。

れ
だ
け
で
は
あ
き
た
ら
ず
、
何
か
地
域
り
付
け
に
つ
い
て
は
毎
年
買
い
足
し
、
神
輿
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
明
神
町

の
た
め
に
な
ら
な
い
か
、
特
に
子
供
達
豪
華
に
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
去
る
連
合
子
供
会
の
関
野
進
会
長
を
中
心
に

の
健
全
育
成
の
面
で
役
立
つ
こ
と
は
な

6
月
M
B倒
、
入
魂
式
を
行
な
い
ま
し
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
で
今
後
検
討
す
る

い
か
と
、
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
っ
て
は
怠
た
。
大
洗
神
社
で
入
魂
を
済
ま
せ
た
3

こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
八
朔
祭
り
ゃ

い
を
め
ぐ
ら
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
そ
の
台
の
子
供
神
輿
と
樽
神
輿
は
引
き
続
き
町
の
各
種
祝
賀
行
事
に
は
大
人
の
神
輿

話
を
伝
え
聞
い
た
、
船
大
工
の
関
根
正
水
産
加
工
組
合
脇
の
広
場
に
移
さ
れ
、
と
一
肩
を
並
べ
て
一
層
活
気
を
添
え
る
こ

さ
ん
(
明
神
町
江
区
の
2
)
が
そ
れ
で
は
明
神
町
の
多
勢
の
良
い
子
た
ち
に
披
露
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

由
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劃

劃
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(

⑫

主

計

し

で

も

、

な

ん

と

少

な

い

人

骨

、

若

い

人

ほ

ど

進

行

が

早

い

一

z
r
H江
い

は

い

じ

数

で

し

ょ

う

。

大

洗

町

の

住

民

を

こ

の

て

今

年

は

が

ん

検

診

を

多

く

す

一

一
、
か
ん
集
団
検
診
万
人
と
し
て
も
あ
ま
り
に
少
な
す
ぎ
る
よ
う
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。
一

ま

す

。

〔

大

洗

医

師

会

・

提

供

)

中

一
昭
和
五
十
七
年
の
「
が
ん
集
団
検
一
方
で
、
手
遅
れ
の
が
ん
で
見
つ

1
1

一

平
診
」
の
結
果
が
ま
と
ま
っ
て
報
告
さ
か
る
人
が
相
当
い
る
事
を
考
え
る
と
、

1

人

I
J
J
P
E
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れ

ま

し

た
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こ

れ

か
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え

な

け

れ

ば

な
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z
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間
作
日
二

一
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る
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大

洗
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で
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六
人
、
子
宮
が
ニ
ニ
七
人
で
、
が
ん
。
自
分
は
健
康
だ
と
思
っ
て
い
て
一
鱗
鬼
一
」
ぷ
謝

Z
一

平
ん
は
一
人
も
あ
り
ま
せ
ん
。
も
、
少
し
ず
つ
進
ん
で
き
て
、
気
が
一
作
議
機
ベ
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謡
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f
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一

3

2

一
こ
の
他
に
同
じ
位
の
人
数
が
職
場
つ
い
た
時
に
は
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
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学
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。
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五
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@
予
約
申
込
み
・
閉
会
せ

「
北
潟
湖
畔
荘
」
へ
直
接

千
九
一

O
i四
二

福
井
県
坂
井
郡
芦
原
町
北
潟

二

二

字

T
E
L
(
O七
七
六
)

七
九
|
一
ニ
四

東

宏

会

ユ
ニ
オ
ン
ズ

沼
山
石
油

ア
メ
ザ
ワ

大
洗
町
役
場

新

和

会

f立 f立イ立 U'[i立{立

⑧
あ
し
国
鉄
北
陸
本
線
芦
原
温
泉
駅
か
ら
パ

ス
で
十
二
分
、
芦
原
湯
町
で
乗
り
換
え

て
十
五
分
。
保
養
セ
ン
タ
ー
前
下
車
。

福
井
か
ら
京
福
電
鉄
を
利
用
す
る
と
持

原
湯
町
ま
で
一
一
一
十
八
分
。

@
ひ
と
口
方
イ
ド

美
し
い
湖
が
あ
れ
ば
そ
の
局
り
は
ほ

と
ん
ど
観
光
化
さ
れ
て
い
る
な
か
で
、

自
然
の
ま
ま
残
っ
て
い
る
数
少
な
い
湖
、

北
潟
湖
畔
に
あ
る
。
湖
に
は
釣
舟
が
点

在
し
、
湖
畔
に
は
舟
小
屋

ηl引
副

や
漁
網
が
干
し
て
あ
る
と
住

ZEE-P

い
う
の
ど
か
な
風
情
。
セ
市
μ

ン
タ
!
の
建
物
は
鉄
筋
だ
〈

が
、
な
か
は
和
風
の
格
子

戸
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
料

亭
気
分
。
湖
で
は
ブ
ナ
が

面
白
い
よ
う
に
釣
れ
る
。

8 8 13 12 11 8 

イ立:位:f:iL 

5 6 6 

第

4
分
間
三
連
覇

論
隣

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
回
で
第
山
田

を
迎
、
え
ま
し
た
。

各
分
団
長
が
整
列
の
も
と
に
、
開
会

式
が
行
わ
れ
、
谷
間
部
団
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
試
合
に
移
り
ま
し
た
。

試
合
は
い
ず
れ
も
好
プ
レ
ー
が
続
出
、

団
長
の
皆
さ
ん
は
親
睦
を
深
め
な
が
ら

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

恒
例
の
H

大
洗
町
消
防
団
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
U

が
、
去
る
6
月
日
目
、
大

洗
高
校
グ
ラ
ン
ド
で
熱
戦
を
繰
り
ひ
ろ

げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
大
洗
町
消
防
団
が
団
員
相

互
の
親
睦
と
体
力
の
向
上
を
図
り
、
以

っ
て
消
防
活
動
に
適
応
す
る
敏
し
よ
う

な
協
同
動
作
の
練
成
に
資
す
る
た
め
に

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

第

4
分
間

準

優

勝

第
7
分
間

一
一
一
位
第
5
分
団

O
最
優
秀
選
手
賞

石
崎
文
央
団
員
(
第
4
分
間
)
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第151号 (4)も百らあおお昭和59年γ月1B 

気
が
る
に
相
談
を
グ

す
べ
て
秘
密
に
扱
っ
て
い
ま
す

法人
務権

本国
吾氏
量!1{

〈
無
料
)

、

七
月
二

O
日
(
金
)

と

き

午
前
十
時

l
午
後
三
時

一
、
と
こ
ろ

大
洗
町
役
場
(
三
階
会
議
室
)

*
人
権
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
問
題

*
金
銭
貸
告
、
借
地
、
借
家
、
境
界
、
農
地
問
題

*
相
続
や
扶
養
、
結
婚
の
法
律
問
題

*
そ
の
他
・
裁
判
費
用
(
民
事
)
の
援
助
問
題

茨城県職員等採期試験のお知らせ

試験の名称 職 種 受 事責 資 格
申 込 言主 害責 日

公告白
受付期間 第 i次|第2次

県 中級 事務・栄養士
昭和32年4月2日から昭和40年4月1Bまで

耳殻

に生まれた者

員

事務A.事務B.
Btl和38年4月2Bから昭和42年4月1Bまで

初級 林業・農業土木・

交通巡視員
に生まれた者(交通巡視員は女子のみ)

8月22日 11月26日

i中級 昭和32lf.4月2Bから昭和40年4月1Bまで
7月2日 10月21日

栄養士
に生まれた者

ヨ月 5日 11月28日

初級 (県全地区)
昭和38年4月2日から昭和42年4月1日まで

員 事務 県南地区 に主主まれた者

警 昭和32lf.4月2Bから昭和38年4月l日まで
A 

直小 聖子察官(巡査)
に生まれた男子

6月28日

第1間 (卒大学業卒業者又は昭和叩月まで哨)

6月11日 8月6B 

{ 胎

Lーーーー ー--ーーーー

見込みの者
7月27日

昭和59年産

身
障
者
向
田
県
営
住
宅
の

十
暴
径
十
市
に
つ
い
て

制
別
表
第
5
号
の
…
級
か
ら
4
級
ま

で
の
下
肢
不
自
由
者
が
い
る
こ
と
。

(
家
族
が
2
人
の
場
合
は
個
別
に
相

談
し
て
下
さ
い
。
)

&
住
宅
の
特
色

畿
二
戸
の
住
宅
の
う
ち
、
一
一
戸
は
、
主
と

し
て
車
イ
ス
使
用
者
向
住
宅
。
残
り

二
戸
は
主
と
し
て
一
這
い
歩
き
者
向
住

宅
(
便
器
・
浴
槽
が
埋
め
込
め
式
)

⑧
浴
槽
、
風
呂
釜
有

惨
事
イ
ス
用
ス
ロ
ー
プ
、
駐
車
場
有

感
住
宅
の
内
容

一
階
l
浴
室
、
便
所
、
洗
面
室
、
ム
口

所
、
身
障
用
寝
室
(
6
帖
)

二
階
l
和
室
(
4
・5
帖、

4
・5
帖、

6
帖
)

沼
市
営
桜
川
川
団
地
内

(
水
戸
市
見
川
5
丁
目
)

一一一戸
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

テ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

ヘ
1
・2
階
と
も
同
一
世
帯
J

f

で
使
用
す
る
住
宅
で
す
。
」

床
面
積
約
河
川

4h
申
込
み
状
況
に
よ
り
入
居

に
山
家
賃
(
月
額
)
二
九
、

0
0
0円

ふ
収
入
基
準
規
定
に
基
ず
く

ワ
h

対
象
と
な
る
人

通
常
の
公
営
住
宅
の
入
居
資
格
の

外
、
次
の
こ
と
に
あ
て
は
ま
る
人
。

@
原
則
と
し
て
家
族
が
3
人
以
上
で
そ

の
中
に
身
体
障
窓
口
者
福
祉
法
施
行
規

L
場

所
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3. 2. 
規戸

模数い
ば
ら
き
パ
ピ
リ
オ
ン
建
設

募
金
の
お
願
い

県
で
は
、
昭
和
的
年
開
催
の
科
学
万

博
に
県
民
総
参
加
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

「
い
ば
ら
き
パ
ビ
リ
オ
ン
」
を
出
展
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ビ
リ

オ
ン
の
建
設
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
厳

し
い
経
済
事
情
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

名
実
と
も
に
県
民
総
参
加
の
パ
ビ
リ
オ

ン
づ
く
り
を
笑
現
す
る
た
め
、
県
弐
の

理
解
と
協
力
の
も
と
、
広
く
建
設
資
金

を
募
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。こ
の
た
め
、
去
る
2

月
訪
日
、
国
際
科
学
技

術
博
覧
会
茨
城
県
推
進

協
議
会
(
科
学
万
博
県

民
運
動
の
推
進
母
体
)

の
中
に
、
こ
の
募
金
を

推
進
し
、
協
力
す
る
団

体
と
し
て
、
「
科
学
万
博
茨
城
県
出
展

募
金
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
募
金
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

大
洗
町
に
お
き
ま
し
で
も
、
こ
の
世
券

金
の
趣
旨
に
賛
向
し
、
役
場
窓
口
に
、

募
金
箱
を
澄
き
、
み
な
ぎ
ん
の
ご
協
力

を
仰
ぐ
こ
と
と
し
ま
し
た
。

科
学
万
博
の
成
功
を
め
ざ
し
、
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

水
練
輯
だ
よ
り
，

サ
マ
j

ス
ク
i
M
M

開

校

夏
休
み
の
体
験
学
習
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
海
の
生
物
に
関
し
て
、

飼
育
係
が
指
導
い
た
し
ま
す
。

対
象
学
生
小
学
校
4
年
J

6
年

募
集
定
員
加
名
(
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
切
り
ま
す
。
)

開
校
日
時

8
月
日
日
(
金
)
叩
時
l

5
土
守

司

aea-n村
H
F

会

場

大

洗

水

族

館

内

参
加
費
制
円
(
テ
キ
ス
ト
・
記

念
写
真
を
含
む
)

持
参
口
問
筆
記
用
具
・
昼
食

※
ム
申
し
込
み
は
、
大
洗
水
族
館
サ
マ

i
ス
ク
i
ル
係
ま
で
割
問
5
1
5
1

(59.5月現在)

~ 本 年 前年同期 増減数

発生件数 7 (33) 6 (33) 1 ( 0) 

死者数 o (0) 2 (4) ム2(ム4)

負傷者数 9 (39) 8 (47) 1 (ム8)

開催日 算書始時間 {寵 事 名 調催場所 {握 著草 内 が老当引「

7月5，12， 13 : 30-
教 エ豆じミ 1)ハサル室

7ダムクラス(健康美容体操)
ノ〈 レ コ二

子供を対象にバレエ講習実技を行なう19， 26日(村 15: 30-

7月6B附 13 : 00- 音楽協会七夕コンサート リハーサル~ 会員による音楽会

7月7日(1) ホ jレ

7月8B(lI) 
9 : 30- B::4三民話協会茨城県連合大会

リハーサル室
民話協会会員による発表会

7月10臼(必
18: 00- 社交ダンス講習会 リハーサル室

一般対象にブルース・タンコ・ワルツ・ジルバ・?ンボ

7月24B(必 等のダンス講習実技を行なう

7月14B(I:)
9 : 00- 骨盤調整施術と指導会 大会議室

7月15臼(11)

7月211ヨ[1) 18: 00-
カ ブ オ 大会 ホ

ステージ準備及びリハーサル
ケ /レ

7月22日{日) 10: 00- カラオケ大会

7月24日(必 13: 00- 電子レンジ料理教室 大会議室 電子レンジによるいろいろな料理方法を学ぶ

7月27日幽 9 : 00- 運転免許証更新時講習会 大会議室 運転免許所有者で更新のための講習会

大j先文住センタ-7月分行事予定襲

大洗における交通事故の発生状況

※( )内は累計を示す。

“毎月守自は突通安全の白"‘おなだガ築く主主通安全"

8 8 8 8 8 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 7 月/ 
/ / / / / / / / / / / '/ / / / / / / / / 
8 7 6 4 2 31 28 26 24 24 21 18 17 14 11 10 10 6 5 4 8 

中日一 機 母 機 手L 機 機 破三百 機 機 日 機 機 相一 機 日 B応ツ 宇L 反ツ 事
骨生 音色 古E ム目以E 能 言昆 1可ア日 能 能 能 古E 自主 能 C検べ J、、e 

長会 回 f生 回 児 回 回 風咳 回 悶 本 回 閏 さ，かzシ 図 本 G査ル 児 応/レ

査 f霊 {量 復 {霊
児

J予R妾方
{夏 復 復 復 査 f亙

子判ク
検クリ

業一

及割|
宇目
司11
健 健 言111 司1

目白
~)II 及司11

脳 妨定1) 健
司1 ~)II 割11 接及ン

名
談ぴ 練 言長 i東 5ロ急クタミ 練 練 き，人3シ 種 車業 練 グd丈， 練 t車 談ぴ 練 Y4又ζ 種ぴ反 寺会 査ン

成
者する害者障
妊
する苦障手生後生後 する苦際手する害障

生 生 する害際 する害障
j荷
する答障 する主障宰

成
する害際
j筒 J、、、y、生生 主主

人' 世帯 f長 f査 人 f最後 後

病者患
及 者者 7 2 者者 者者 56 24 者者 者者 首主 者者 者者

病者患
者者 歳 lクv 7 2 3 

対て府 び で カカ で で 年 カ で で 以 て府 て事 で 以 カカ カ

機能
母
機能
月月

機能 機能
4 月

機能 能機 上 機能 機ムHM Z 機能
上 ン 月月 yi 

及 性 I I 月 σ〉 及 !}) 反 I I 
び 回

線閥復訓を

8 3 

復練回訓を

復回

寄練

思幼 回 回 び 在立 幼 応 8 3 4 象

復練訓を

カカ 6 
復罰11
児 復 {夏 f豆 児 検 カカ 議

脅生 月月 司11 月 百11 君11 骨量 百H 査 月月 未
住 。〉グ〉

練を 生 練を
車東 練 f主 練 カぎ σ〉♂〉 J前

民 者者 れ を を 民 を 陰 者者 。〉 名
必 必、 必 必 。〉 必 必 必 必、 必 '1生 者
望号 重要 要 望書 者 要 要 婆 望書 要 σ〉
と と と と と と と と と 者

11 91 91 11 11 91 91 11 11 91 91 11 91 91 11 91 11 11 11 1 
2 ~寺 11 時 11 時 2 時 2 待 1U寺 11 持 2 時 2 時 11 時 11 時 2 時 11 時 11 時 2 時 11 時 2 時 2 時 2 a寺 2持受
時15 時∞ 時00 時∞ 持15 時00 時00 時15 時15 時00 待00 時15 時00 時∞ 待 15 時00 時15 時15 待 15 時15 詩間
15分 30分 30分 30分 15分 30分 30分 15分 15分 30分 30分 15分 30分 30分 15分 30分 15分 15分 15分 15分
巴一巳一分分分分分分分分分分分分分分分分分分

「
婦
人
科
ガ
ン
」
集
団
検
診
の

お

知

せ

ら

@
検
診
日
及
び
場
所

0
8
同
月
幻
自
(
月
)
夏
海
農
協
会
館
前

0
8
同
月
出
臼
(
火
)
大
賞
青
年
研
修
所
前

0
8
月
初
日
(
木
)
大
洗
町
叫
保
健
セ
ン
タ
ー
前

@
受
付
時
開
午
後
ロ
時
却
分
l
l
時
却
分
ま
で

@
対
象
大
洗
町
に
住
所
を
有
す
る
お
歳
l
的
歳
ま
で
の
女
性

@
申
込
日
時

8
月
紅
白
(
火
)
ま
で

⑧

料

金

無

料

品
噛
申
込
場
所
及
び
方
法

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
(
電
話
で
も
受
付
ま
す
。
)

く
わ
し
い
こ
と
は
、
そ
の
都
度
調
一
報
等
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が

不
明
な
点
は
保
健
セ
ン
タ

i
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。
T
E
L
 (6) 

1 
0 
1 
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